
 

□ （1） 1つの物体にはたらいている2力がつり合っているとき、2力の大きさは（　　　）。

□ （2） 1つの物体にはたらいている2力がつり合っているとき、2力の向きは（　　　）。　　　　　　　　　　　　　　

□ （3） 1つの物体にはたらいている2力がつり合っているとき、2力の作用線は（　　　）。

□ （4） 地球上のすべての物体は、地球を中心に向かってひかれている。この力を何というか。 

□ （5） 床の上の物体は(4)の力と何という力がつり合って静止しているか。

□ （6） 2つの力と同じはたらきをする1つの力を求めることを力の（　　　）という。

□ （7） 2つの力と同じはたらきをする1つの力をもとの力の何というか。

□ （8） 1つの力と同じはたらきをする2つの力に分けることを力の（　　　）という。

□ （9） 1つの力と同じはたらきをする2つの力をもとの1つの力の何というか。
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目標時間

10分1.力のはたらき

単元1 運動とエネルギー

日付 1回目 日付 2回目 日付 3回目



 

 

□ （1） ある距離を一定の速さで走ったと仮定したときの速さを何というか。　　　　　　　　　　　　　　

□ （2） ごく短い時間に移動した距離をその時間で割ったときの速さを何というか。

□ （3） 同じ向きに運動する物体の速さを調べるには、何というか器具を使えばよいか。 

□ （4） 1秒間に60打点する記録タイマーがある。6打点では何秒になるか。

□ （5） 1秒間に60打点する記録タイマーがある。3打点では何秒になるか。

□ （6） 記録タイマーのテープは運動が遅いときは打点の間隔がせまいか広いか。

□ （7） 記録タイマーのテープは運動が速いときは打点の間隔がせまいか広いか。

□ （8） 台車が斜面を下るとき、速さはだんだんと速くなるのはなぜか。

□ （9） 物体が落下するときの運動を何というか。

□ （10）(9)の運動では速さがしだいに増加するのはなぜか。

□ （11）球が斜面を上るときには、物体の速さはしだいに減少するのはなぜか。

□ （12）水平面上で台車を押すと速さはどうなるか。

□ （13） (12)のときの運動を何というか。

□ （14）(13)の運動では、進んだ距離は何に比例するか。

□ （15）

□ （16）(15）を考えたのは誰か。

□ （17）物体Aが物体Bに力を加えるとき、物体Aが物体Bに加える力を何というか。

□ （18）物体Aが物体Bに力を加えるとき、物体Bが物体Aにおよぼす力を何というか。

□ （19）72ｋｍ/hで走る自動車の速さは何m/sか。

□ （20）等速直線運動をしている物体には、進行方向に力ははたらいているか。
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物体は外から力を加えないかぎり、静止しているときは静止し続けようとし、運動していると
きはいつまでも等速運動を続けようとする。この法則を何というか。
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　　台車に斜面に沿った下向きの力が
　　はたらき続けるから。
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一定の重力がはたらき続けるから

　　運動の向きと反対の向きの力が
　　はたらくから
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目標時間

20分
2.物体の運動

単元1 運動とエネルギー

日付 1回目 日付 2回目 日付 3回目



 

□ （1） 理科では、力の向きに物体が動いたとき、力は物体に対して何をしたというか。

□ （2） 仕事＝力の大きさ×力の向きに動いた（　　　）　　　　　　　　　　　　　　

□ （3） 仕事の単位は何か。

□ （4） 質量1ｋｇの物体の高さを2ｍあげると仕事はどうなるか。 

□ （5） 60ｋｇのバーベルを2ｍ持ちあげたときの仕事はどうなるか。

□ （6） 300Nの力で壁を押したが動かなかった。このときの仕事はどうなるか。

□ （7） 2ｋｇの野菜をもって水平に2ｍ移動した。このときの仕事はどうなるか。

□ （8） 動滑車を使った場合、糸を引く力はもとの力の何倍か。

□ （9） 動滑車を使った場合、糸を引く距離はもとの引く距離の何倍か。

□ （10）10ｋｇの物体を2ｍあげたときの仕事の大きさはいくつか。

□ （11）定滑車を使って、10ｋｇの物体を2ｍあげたときの仕事の大きさはいくつか。

□ （12）動滑車を使って、10ｋｇの物体を2ｍあげたときの仕事の大きさはいくつか。

□ （13）

□ （14）一定時間の間にどれだけの仕事をしたかという割合のことを何というか。

□ （15）仕事率＝（　　　　）÷（　　　　）

□ （16）体重50ｋｇの人が高低差5ｍの階段を5秒であがった。このときの仕事の大きさを求めなさい。

□ （17）体重50ｋｇの人が高低差5ｍの階段を5秒であがった。このときの仕事率を求めなさい。

□ （18）仕事をする能力を何というか。

□ （19）(18)の単位は何か。

□ （20）

□ （21）

□ （22）位置エネルギーと運動エネルギーの和を何というか。

□ （23）斜面を下る台車で、摩擦や空気抵抗がない場合、(22)は一定に保たれる。このことを何というか。

□ （24）変形したゴムやばねが持つエネルギーを何というか。

□ （25）電気が持つエネルギーを何というか。

□ （26）熱が持つエネルギーを何というか。

□ （27）光が持つエネルギーを何というか。

□ （28）燃料となる物質はエネルギーを持っている。こうした物体がもっているエネルギーを何というか。

□ （29）音の波がもつエネルギーを何というか。

□ （30）原子核の状態の変化に関係しているエネルギーを何というか。

□ （31）アイロンでは、何エネルギーから何エネルギーに変わっているか。

□ （32）

□ （33）消費したエネルギーに対する、利用できるエネルギーの割合を何というか。

□ （34）

□ （35）

□ （36）

ジュール（Ｊ）

仕事の原理

仕事率
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化学エネルギー

電気エネルギーから熱エネルギー

エネルギーの保存

高温のものと低温のものが接触しているとき、熱は温度の高い方から低い方へ移動する。このよう
な熱の伝わり方を何というか。

加熱された水は膨張して密度が小さくなって、上部へと移動し、上部の冷たい水と入れかわる。この
ように物体が循環して熱が伝わる現象を何というか。

温められた水やコップから外部へは、何によって熱が出ていくか。

音エネルギー

核エネルギー

対流

放射（熱放射）

エネルギー効率

熱エネルギー

光エネルギー

位置エネルギー

運動エネルギー

力学的エネルギー

力学的エネルギーの保存

弾性エネルギー

電気エネルギー

伝導（熱伝導）

仕事

距離（ｍ）

ジュール（Ｊ）

500×5＝2500Ｊ

2500÷5＝500Ｗ

仕事の大きさ（Ｊ）、
仕事に要した時間（Ｓ）

10×2＝20Ｊ

600×2＝1200Ｊ

0Ｊ

0Ｊ

2分の1倍

2倍

100×2＝200Ｊ

100×2＝200Ｊ

50×4＝200Ｊ

高いところにある物体がもっているエネルギーを何というか。このエネルギーは物体の位置が高い
ほど大きく、質量が大きいほど大きくなる。

運動している物体が持つエネルギーを何というか。このエネルギーは、物体の速さが大きいほど大
きく、質量が大きいほど大きい。

動滑車、てこ、斜面などを使うと力は小さくなるが、力をはたらかせる距離は大きくなり、結果
として仕事の大きさは変わらない。このことを何というか。

一般にすべてのエネルギーの移り変わりを考えると、エネルギーの総和は変化しない。このことを
何というか。

エネルギー

日付 1回目 日付 2回目 日付 3回目

目標時間

30分3.仕事とエネルギー

単元1 運動とエネルギー


